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研究成果の概要：大学入試センター試験は大規模データの分析に注目されがちであるが、

受験者の少ない科目のための分析が必要である。そこで、事前情報を活用できる「ベイズ

統計」を利用し、より適切な分析を行うことを試みた。まず、通常のモデルにベイズ統計

を適用することに限界があることを明らかにした。次に、より適したモデルで分析を行う

ためのソフトウェアを開発した。最後に、受験者が少ないときの、そのモデルの振る舞い

について明らかにした。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
平成 18 年度 600,000 0 600,000 

平成 19 年度 600,000 0 600,000 

平成 20 年度 400,000 120,000 520,000 

年度    

  年度    

総 計 1,600,000 120,000 1,720,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：心理学・教育心理学 
キーワード：教育心理学, 解析・評価, 統計数学 
 
１．研究開始当初の背景 
 
大学入試センター試験の受験生は 50 万人

にも達するため、大学入試センターにおいて
は、大規模データのための研究が注目される
ことが多い。しかし、実際には、別冊子によ
る科目など、大規模とは言いがたいデータも
しばしば見られる。そこで、本研究では、現
実のテストに合わせた柔軟なモデルを提案
し、そのモデルは受験者数が少数であっても
十分に推定可能なものであるとすることを
目標とした。 

２．研究の目的 
 
本研究では、受験者数が少数であっても十

分に推定可能であり、かつ現実のテストに合
わせた柔軟なモデルを提案することを目的
とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
大学入試センター試験は、問題が年度ごと

に標準化されているわけでもなければ、受験
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者集団も、社会情勢、教育課程、センター試
験利用大学の変化などのために、毎年必ずし
も同じであることが保証されているわけで
はない。そのような場合に、同じ母集団から
の標本抽出を仮定し、異なる年度のテストの
得点を同じ尺度であるとみなして分析を行
うと、誤った結論を導くおそれがある。そこ
で、まず、大学入試センター研究開発部が行
っているモニター調査のデータを用いて、異
なる年度の試験問題や母集団の場合でも、
100 人程度の規模で妥当な推定を行うことが
可能であるかどうかを検討した。 
次に、従来の正規分布に基づく方法は、中

心極限定理を用いてそれを利用できるよう
に、大規模なデータ収集を前提としていると
いう限界があるため、本研究では、より記述
的、つまり大規模データも小規模データも記
述可能である、ニューラルテストモデルを利
用することを考え、そのためのソフトウェア
を開発した。 
最後に、そのソフトウェアを用いて、少人

数のテストでニューラルテストモデルがど
のような振る舞いをするのか検討した。 
 
 
４．研究成果 
 
 従来の正規分布に基づく方法でベイズ推
定を行った場合に、各年度の受験者を 1つ 1
つの標本としてベイズ推定を行っても、妥当
な結論が得られるとは限らないということ
がわかった。したがって、研究目的にある「事
前分布の積極的な活用」において、過去年度
のデータから事前分布を作ることは、必ずし
も妥当ではない可能性があることが示唆さ
れた。 
 この限界を克服するため、ニューラルテス
トモデルに基づく分析を行ったところ、次の
ようなことがわかった。まず、人数が 800人
程度の試験で、潜在ランク数を 4つまたは 5
つとしたときでも、ニューラルテストモデル
の潜在ランク推定値は安定して得られるこ
とを明らかにした。次に、選抜試験では受験
者を合格者と不合格者の 2 群に分けるため、
潜在ランク数を 2とした場合のニューラルテ
ストモデルの振る舞いを明らかにした。また、
ニューラルテストモデルに基づく分析結果
を効果的に表現する方法と、それを用いてテ
ストを評価する方法を提案した。 
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